
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第第 161616166666 号号号号    

平成 25年 1月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだよへんさんだよへんさんだよへんさんだよりりりり    

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございますあけましておめでとうございますあけましておめでとうございます。。。。今年今年今年今年もよろしくおもよろしくおもよろしくおもよろしくお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします。。。。    

旧年中は｢市史へんさん｣をご愛読いただき，ありがとうございました。本年も皆様にご満足して

いただけるお便りづくりや，市史講座などの活動を心掛けていきますので，どうぞよろしくお願い

申しあげます。 

(第 55･56･57 回 市史講座) 

日   時：平成２５年３月１０日(日)   ―第１回目 

３月２０日(水･祝)―第２回目 

３月３０日(土)   ―第３回目 

場   所：小松市立図書館１階 視聴覚室 

受 講 料：無料 

事前予約：資料準備のため事前予約を受け付けています。 

            事務局(0761-24-5315)までご連絡お願します。(当日参加も可) 

講師 (金沢城調査研究所副所長・小松市史専門委員) 

 

 

 

基本的な十村文書を学びます。

(⇒十村とは…次頁を参照) 

利常の村方支配の概要にも迫り

十村の存在意義を理解します。 

 

 

 

十村の代表ともいうべき石黒家

文書を解読しながら，石黒家の

歴史や十村としての功績を学び

ます。 

 

 

 

 

御用留は情報の宝庫。石黒家

文書に含まれる御用留に注目

し，当時の生活の一端にふれ

ます。(御用留とは…次頁参照) 

 

今回は，講師に，Ⅱ期第３巻として発刊予定の『近世村方編』の執筆者である木越隆三氏をお招き

しての古文書講座です。内容は，この編で掲載予定の｢村御印｣，｢御用留｣と呼ばれる十村関係の文書

を取り上げ，古文書の解読はもちろん文書が書かれた時代背景についてもお話していただきます。 

近世(江戸時代)の村の支配がどのようであったか，古文書の字のくずしを学びつつ，当地方の歴史

についても奥深く探ります。初めての方もぜひご参加ください！ 

全て１４時から 



 

 

 

 

 

＜＜＜＜部会部会部会部会だよりだよりだよりだより＞＞＞＞    

近世村方調査（12／1）    
リニュアルのため休館となる石川県立歴史博物館所蔵の

文書で，当地方関係の村方文書がないか調査。 

第 5 回美術工芸部会（12／20） 

 進捗状況を報告。掲載内容を補足，調査の必要箇所を指摘。 

第 4 回近世村方部会・調査（12／22） 

内容構成を８つにまとめ，執筆・調査分担を決定。今後の

スケジュール，調査の進め方を再確認。午後からは事務局

にある光玄寺文書の調査，整理。 

 

十村十村十村十村((((とむらとむらとむらとむら))))とはとはとはとは    

江戸時代，前田利常が制定した農政制度を十村

と言います。農村全体を管理，監督する役職が

十村です。十村は各地方の農民から選ばれます

が，そのほとんどが有力豪農や帰農した旧武家

等が多く，藩主から信任を得て任命されました。

十村の地位は郡奉行もしくは改作奉行の下位，

肝煎・庄屋の上位にあります。初めは十カ村ほ

ど束ねることから十村と称していましたが，後

数十カ村を束ねる十村も出てきました。 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１   

は小松市史編纂事務局(図書館 2 階)は閉室しています。 

＜１月のカレンダー＞ 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

市史編纂担当（小松市教育委員会教育庶務課） 

・住所 〒923-8650 小松市小馬出町 91 番地 

・TEL  0761(24)8274 ・FAX 0761(23)3563 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

御用留(ごようどめ)とは 

江戸時代，幕府や領主が支配下の村々に｢お達し

(おたっし)」(御用：公儀の命令)を出しました。それ

を村の役人が書き留めたものが御用留です。 

お達しを丸々写したものから，御用のためにどこ

そこに行ったとか村の人々にこういうことを申し

伝えたといったものまで様々な情報が織り込まれ

ています。また，御用留には村から領主に宛てた

｢訴状｣や｢願い書｣，｢届出｣もあり，当時の村の生

活の様子がよくわかる貴重な古文書です。 

天神堂 ～お正月のひとこま～ 

鳥居が建ち狛犬が並ぶ，その先には

本殿…，お天神さん(天満宮)のミニ

チュア版が，この地方では男の子が

生まれると母方の実家から贈られ，

健康と学業成就を願い，お正月の床

の間に飾られます。職人さんに特別

に仕立ててもらうこの天神堂は子供

達の憧れの的でもありました。豊か

な文化と素晴らしい技術を今に伝え

る，小松らしいおおおお正月正月正月正月のののの風景風景風景風景です。 


